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Abstract

Due to COVID-19, which has been spreading around the world since 2019, 
restrictions on travel and gathering of people were banned in March 2020, and face-to-face 
classes were no longer available at universities. This was the first time such a situation had 
occurred in the entire country.

The purpose of this study was to use a survey to identify anxiety and maladjustment 
during the period of time when face-to-face classes were not available for 2020 freshmen 
at a physical education college.

The survey was conducted using the Web. The survey included evaluations of 
theoretical and practical courses taken online, stress, the Coping Scale (3 subscales, 14 
items), and the University Life Anxiety Scale (3 subscales, 29 items).

More than 90% of the online classes were taken at home, and the use of PCs and cell 
phones was almost 50/50. Theoretical courses received low ratings for "comprehension," 
while many practical courses received "fine" responses. In the practical subjects, some 
students felt that they could not perform well in judo, physical exercises, and gymnastics. 
These exercises were probably the ones they had not experienced much of before.

The results showed that most of the coping with stress involved "problem-focused" 
behaviors. Although anxiety about university life was higher, maladjustment scores were 
lower for students who belonged to an athletic club than for those who did not. Although 
anxiety about not being able to lead a normal daily life was high, positive coping behaviors 
were taken and athletic club activities were thought to have reduced anxiety.
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１．緒言

2019年の12月に中国で広がったCOVID-19（新
型コロナ感染症）は瞬く間に全世界に広がった。日本
でも感染者が確認され、感染者の重篤な病状から、
2020年2月26日に感染対策の基本方針が示された
（朝日新聞 ,2020a）。2月27日には首相が2020年3

月2日から春休みまでの学校の臨時休校要請を表明
した（朝日新聞 ,2020b）。
その後徐々に感染が拡大し、2021年8月の第5波
の感染者の急増は東京都で1日5000名を超え大きな
不安が広がった（朝日新聞 ,2021a）。しかし、ワクチ
ン接種が進み、2021年9月に感染者数が減少し緊
急事態宣言が解除されたことは記憶に新しい(朝日
新聞 ,2021b)。

2020年は4月７日から5月6日まで１か月にわたる最
初の緊急事態宣言により（朝日新聞 ,2021c）、人の移
動や接触を減らして感染拡大を防ごうとした。
すべての学校の児童・生徒・学生は、入学式が
縮小や中止となり、感染を予防するために学校に登
校することが難しくなった。大学はその影響が一番大
きく、大規模授業が多いため、ほとんどの大学では、
オンライン授業が行われることとなった。
実技科目の多い体育系大学でも2020年度はすべ

ての授業でオンライン授業を余儀なくされ、対面で
実技授業が実施できなくなった。感染力が強く重症
化リスクの高いCOVID-19感染に対応するためには
仕方のない対応であった。

2020年度の新入生は2020年4月に通常の大学生
活とは全く異なる状況に置かれ、高等学校を卒業し
て居場所を得られないまま大学生活を開始することに
なった。彼らの精神的な不安や見通しのつかない生
活への不安は大きかったに違いない。それが本研究
を開始するきっかけとなった。

２．研究の背景

従来、大学生の大学適応については、大学入学
者数の増加とともに、多様な学生が大学に入学するこ
とで、学生の抱える問題も多様化することが指摘され

（清宮 ,2020）、入学直後の初年次ガイダンスやセミ
ナーなど、様々な試みがなされてきた（山田 ,2012）。
　2020年度のCOVID-19感染への対応は、経

験したことのない状況であった。四方田(2020)は

COVID-19感染拡大に伴う不安やストレス等の意識
を、SNSの投稿内容から分析し、不安や疲労感、ス
トレスを生じさせている実態を明らかにした。そこか
ら人々の心身の健康の保持増進の支援の必要性を
示した。大学生でも通常の大学不適応とは異なる形
で不安やストレスが起こっていたと推測できる。
人間は様々な出来事（ストレッサー）に出合った

とき、それをどのようなものとして受け止めどのような
対処（コーピング）をするかによって、結果として生
じるストレス反応が異なってくるという（Lazarus. & 

Folkman, S.,1984) 。大学の対面授業ができなかっ
た時間はストレスの多かったことが予想されるが、ど
のように対処できていたかを調べることは学生の心の
健康問題の解決に有益な情報となると考えられる。
また、大学に適応しなければいけない時期に、新
しい友人にも会えず、大学生らしい生活ができず、
生活不安の増加も予想された。それらを知ることは学
生の不適応に対応する意味でも必要なことである。

３．目的

全世界で多くの感染者と死者を出したCOVID-19

感染は世界の様々な社会生活を一変させた。その
状況の中で大学に希望をもって入学した学生が、ど
のような心理的ストレスを感じ、大学への適応がどう
であったかの資料を記録として残しておくことは意義
あることと思われる。そこで、本研究は体育系大学の
2020年度の1年生を対象として、対面授業ができな
かった期間の授業の実態、大学に登校できない不安
や不適応感、不安へのコーピングの様子などを調査
で明らかにすることを目的とした。
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４．方法

本研究は2つの調査を実施した。
調査1

対象：体育系大学1年生女子　126名（公表を許
可しないものを除いた）
調査時期：2021年1月から2月
調査内容：
①大学に初めて登校した月
②4月の自粛期間に過ごした場所
③オンライン授業について
　a.用いた媒体
　b.ネット環境について
　c.経済的な不安
　d.理論・実技のオンライン授業についての評価
　　5項目（進み方、授業内容、自分の理解度、

　　　課題について、先生とのコンタクト状況）を5

　　　段階評定（良くないからとても良いまで）で評価
　　　を求め、実技ではうまくいかなかった理由を自
　　　由記述するよう求めた。
④運動部の加入・非加入別４～6月の運動量につ
　いての自己評価
⑤ストレスとコーピング尺度（尾関 ,1993）
　現在ストレスに感じていることを１つだけ記述す
　　るように求めた。　
コーピング尺度は3下位尺度14項目からなってい

る。尾関（1993）は積極的なコーピングとして3つの

型を示した。問題焦点型は情報収集や再検討など
の問題解決に直接関与する行動、情動焦点型はスト
レッサーにより引き起こされる情動反応に焦点をあて
注意を切り替えたり気持ちを調節したりする行動、回
避・逃避型は不快な出来事から逃避したり否定的に
解釈するなどの行動である。「全くしない0」から「いつ
もする3」の4件法で、回答にそのまま0～3点を割り
当て、下位尺度ごとに合計点を算出した。　
下位尺度の項目番号は以下である。問題焦点型＝

1，7，9，11，12、情動焦点型＝3，5，14、回避・逃
避型＝2，4，6，8，10，13。
⑥大学生活不安尺度（藤井 ,1998）
　3下位尺度は日常生活不安尺度（13項目）、評

　　価不安尺度（11項目）、大学不適応（5項目）で、
　項目は調査用紙の上から順番に並んでいる。回
　　答は「はい」1点、「いいえ」0点で尺度ごとに合
　　計点を算出した。
コーピング尺度、大学生活不安尺度については、
堀洋道監訳、松井豊編（2001）を参照のこと。
調査2

対象：体育系大学1年生女子　257名
調査時期：2021年11月
調査内容：
①住居の種類
②オンライン授業について
　a.用いた媒体
　b.ネット環境について
　c.経済的な不安
③理論のオンライン授業についての評価
5項目（進み方、授業内容、自分の理解度、課題

について、先生とのコンタクト状況）を5段階評定（良
くないからとても良いまで）で評価を求めた。
④運動部加入・非加入別運動量について
⑤コーピング尺度（尾関 ,1993）
　調査１と同様である。
⑥大学生生活不安尺度（藤井 ,1998）
　調査1と同様である。
　
調査1、調査2ともMicrosoft Formsを用いて、筆
者の授業を受講したものに回答を依頼した。調査1

を巻末に添付した。調査２は調査1から実技のオン
ライン授業など2020年度の状況から変更したものを
除いた。
なお、本調査は2020年度に東京女子体育大学研
究倫理委員会に審査申請をし、「研倫審・2020-40号」
として承認された。

５．結果

A．調査1の結果は以下のとおりである。
①学生生活
図1は、4月の大学入学決定後に最初に大学に登

校した時期を回答してもらったものである。4月6日に
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新入生オリエンテーションを実施しており、6割がそ
の時に大学に登校したことがわかる。ただ、東京以
外の学生については自宅待機を可としたので、1/4は

6月の対面授業開始まで自宅にいたことがわかる。残
りの13％は運動部活動への参加のために、4月の初
めより上京していたものである。

②登校自粛期間にいた場所
4月7日の東京の緊急事態宣言を受けて、部活動

もすべて中止となり、授業がオンラインとなった。図
2はそのときにどこで授業を受けたかを回答してもらっ
た結果である。寮に入寮した学生の帰省を認めたた
め、9割以上が自宅にいたことがわかる。寮の閉鎖
はなかったので、寮に残った学生が６％いた。寮に
残った学生は自宅が遠方で部活動に加入しているも
のが多く、図6で示した活動日数の多い者の存在から、
自主的な練習を東京で実施していたと推測できる。

③オンライン授業の様子
オンライン授業で使用した媒体は、48.4％がPCで、

ほぼ同数の45.2％が携帯電話であった。タブレット
は5.6％で、PCと合わせて半数をやや超えた割合で
あった。大学入学時にPCを準備させておらず、オ
ンラインの活動の急増とパソコンの品不足が起きた。
多くの学生が携帯電話の画面で授業を受講したり、
資料を読んだりしたことがわかる。大学ではPCの貸
し出しを急遽行い、パソコン教室の開放も実施した
が、オンライン学習のためのスキルが不足していた
学生はいたかもしれない。また、自宅のネット環境に
もばらつきがあり、オンライン授業時のネット環境が
適切であったと答えたものは45％で、「つながらない」
31％、「容量が小さい」24％と苦労した学生も多かっ
たことが示された。
大学から一人4万円の支援金を支給したが、オン

ライン授業でのネット環境が不十分であったことや、
アルバイトなどの生活で大きな変化が起きたなど、経
済的な不安を回答したものが7割にのぼった。
図3は理論の授業について、図４は実技授業につ

いて5項目を5段階評定で回答したものの割合を示し
たものである。理論では理解度や課題についての評
価が低かった。大学の専門的な理論科目を資料を
中心に理解することは新入生には困難であったことが
わかる。また、学生の様子を見ることのできない教員
にも困難があったと推測できる。
実技は「ちょうど良い」が多く、実技全体としてはオ

ンライン授業への対応はそれほど問題なかったと考
えられる。しかし、実技でうまくできなかった理由を問
うと図5のように「室内では上手に動けなかった」「一
人でできない動きが多い」「やり方が良くわからない」
など体育館やグランドでできないことの問題があげら
れた。球技科目では「ゲームができない」ことが指摘
された。
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図１．大学入学後最初に大学に来た時期

図２.登校自粛期間にいた場所



東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第57号　2022 71

表１は「実技科目で上手にできなかったと感じた科
目」の自由記述の結果である。一人で複数記入した
ものもいたので、延べ数である。柔道、体つくり運
動、器械運動が多いが、これまでに体験が少ない運
動だったため、動き方がわからなかったといえそうで
ある。球技、陸上、ダンスは学校の体育授業で体
験している運動であるので、やり方が理解できていた
と考えられる。水泳も多かったがプールに入れない
のでオンライン授業にはもっとも不向きと考えられる。

④運動量の減少
図6、図７は4～5月（緊急事態宣言下）で運動部

に加入しているもの（94名、75％）および運動部非
加入のもの（32名、25％）が、平均して1週間に何日
くらい運動する時間が取れていたかを回答してもらっ
たものである。実技授業では自分ひとりで運動する課
題が出ていたが、非加入者に比べて加入者で1/4が

「全く運動していない」と回答した。しかし、どちらも
半数は4日以上運動できていたことがわかる。加入者
のほうが運動実施回数の「なし」のものが多い理由は
不明であるが、部活動を完全に中止した運動部がか
なりあったので、運動することをやめてしまったものが
かなりいたと考えられる。

　　　

図3．理論授業についての評価

表1．オンラインで上手にできなかった実技科目

図 4．実技授業についての評価

図 5．実技でうまくできなかった理由

図６．運動部加入者の1週間の運動日数（授業含む）
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また、大学への登校自粛（オンライン授業）、運動
部活動の基本的禁止という状況で、図8のように運
動量全般が高校時代よりも減少したことが示された。
運動部加入者の14％は「高校時代よりも運動量が増
えた」と回答していた。オンライン授業になったため、
リアルタイムで授業を実施しない科目も多く、その間
に感染予防をしながら運動部活動を実施した運動
部があったので、練習時間が増加したと推測できる。
大学として運動部活動を中止させ、学外の施設の閉
鎖なども相次いだ。その状況で学内で運動部の練習
を続けるという判断は、感染者の増大がなかったか
ら良かったものの、大学全体の危機意識の欠如と、
学外で活動せざるを得ない状況のために練習ができ
なかった学生への公平性を欠くものであったと思う。

⑤ストレスとコーピング尺度の得点
表2は調査時点で「ストレスを感じていること」を記
述で回答してもらった結果である。回答数の多い順
から、外出できない、コロナ、オンライン授業、友人

に会えない、部活動が中止、身体活動の減少などコ
ロナ禍に関連するストレレスが多くあげられた。
尾関（1993）は積極的なコーピングとして問題焦点

型、情動焦点型、回避・逃避型の3つの型を示した。
調査1では問題焦点型得点の平均が7.7（尺度基
準平均5.6）、情動焦点型の平均が5.4（尺度基準平
均4.1）、回避・逃避型の平均が8.2（尺度基準平均7.6）
であった。統計的な検討はしていないが、基準得点
よりも平均点が高く、大学に登校できない、オンライ
ン授業などストレスがたまる状況ではあったが、それ
に対処・克服する行動がとれていたと考えられる。

⑥大学生活不安尺度の得点
表3は藤井（1998）の調査結果と本研究の調査１と

2の結果の平均点をまとめたものである（藤井の結果
は標準偏差が不明のため平均点だけを記載した）。
2020年の３下位尺度すべてで今回の調査結果の平
均得点が高いことがわかる。大学に登校できないとい
う2020年度の大学1年生の生活不安得点が高かっ
たことが示された（検定なし）。
運動部に加入した84名と未加入の28名で適応度

に違いがあるかを比較分析した結果、加入者は評
価不安で未加入者よりも有意に得点が低かった。評
価不安得点　運動部加入者M=7.43(SD=2.65)、未
加入者M=8.96(SD=2.25)、t＝2.74 、自由度110、
p<0.01であった。しかし、総合点に有意な差はなかっ
た。
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図７．非加入者　１週間の運動回数（授業含む）

図８．高校時代との運動量の比較

表2． ストレスに感じること
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B．調査2（2021年度）の結果との比較
前項で藤井が尺度を作成した時に対象とした一般
大学の学生の得点と比較したものを示したが、それ
らの得点がコロナ感染による大学教育の変容の直接
的影響であるかが不明であったので、2021年度に
同様のコーピング尺度、大学生活不安尺度を大学
1年生に調査した結果と比較した。
表4はコーピング尺度の3下位尺度の得点の統計
量であり、表5は2尺度ごとの平均の差の検定のt値
を示したものである。図9はコーピング尺度の年度ご
との平均値を図示したものである。問題焦点型のみ
一般学生（尾関 ,1993）の得点と2020年度の1年生の
得点で有意に高い差がみられた(t=6.33, 自由度717, 

p<0.05)。他の尺度では有意差は認められなかった
が、一般学生より得点が高い様子が示され。問題を
積極的に解決しようとすることが体育系の学生の特徴
であることが推測された。これは日頃の行動力と関連
している可能性があり、コロナ禍でも積極的に対処で
きたことが示された。

表3に2021年の結果（調査2）も示した。2020年に
比べると日常生活不安、評価不安が減っているので、
この数字が通常の1年生の大学生活不安尺度の得
点と言えそうである。やはり、2020年は生活不安得点
や大学の授業になれないための評価不安得点が高く
なったと考えられる。
今回の研究目的とは少し離れるが、2021年の大学

不適応が点数としては一番高い。統計的検定はして
いないが、体育系大学1年生の大学不適応が一般
学生に比較して高いのではないかという疑いを感じさ
せるものである。大学1年生の大学適応のための働

表3． 藤井（1998）の結果と比較 表5． コーピング尺度の3下位尺度間の平均の差の検定

表4． コーピング尺度の3下位尺度の統計量

図9．コーピング尺度の比較　
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きかけを考えておく必要があるだろう。具体的には、
運動部の指導者も含めて教員全体で学生の心のケ
アの重要性を理解することではないかと考えられる。

６．考察

2020年度入学の学生はコロナ禍の影響で、戸惑
いながら大学生活に適応していったことが示された。
オンライン授業やPCなどの機器の使用やインター
ネット環境が全員には整わなかったことがわかった。
大学不適応や課題、テストへの不安が大きかった

ことも指摘できる。部活動加入者の大学不適応得点
が非加入者よりも低かったので、部活動（サークルな
ども含む）は学生の大学不適応を食い止める効果が
あったと予想されるが、今回の結果だけでは断定で
きない（大学が短期間しか部活動の活動停止措置を
取らなかったことも一因と考えられる）。
他大学では、2020年度の新入生が友だち作りに

悩み、学ぶ意欲が保てなくなることを心配してサポー
トを開始したところもある（読売新聞 ,2020a）。友人と
の交流は、運動部に加入した学生は比較的早く可能
になったと考えられる。部活動に加入しなかった学生
が授業に慣れるには、自分で行動を起こせることが大
切だった（読売新聞 ,2020ｂ）。そのようなサポートは
今回対象とした大学では実施していなかったが、グ
ループ担任（1，2年で少人数のグループを作り担任
を置くという制度）などが対応した例もあったに違いな
い。
体育系大学では実技の授業が多いが、実際に身
体を動かさないことで理解が難しいことも一部示され、
これらの結果をもとに状況の好転後に何らかの補償
的対応の必要性を提案したい。
大学1年生は2020年に明らかに評価不安が高かっ

た。比較のために2021年度も調査したが、大学不
適応尺度については2021年度の方がやや得点が高
かった。また、一般学生に比べると体育系学生の大
学生活不安得点が高い傾向が見られた。2020年度
と2021年度の違いは、対面授業と部活動の有無で
あった。ストレスに感じたことの1位が「コロナ禍」を
抑えて「人間関係」であり、「部活動に関連すること」

も多く、2020年度は多くの学生が通常の部活動がで
きなかったことが、大学不適応を低下させたと考えら
れる。大学としてこの状況を認識して何らかの改善を
考える必要があるのではないだろうか。そのためには
継続的に調査し、客観的データの収集が必要であ
る。客観的なデータは入学した学生の問題の解決
に役立つであろう。

７．まとめ

本研究は体育系大学の2020年度の1年生を対象
として、対面授業ができなかった期間の授業の実態、
大学に登校できない不安や不適応感、ストレスへの
コーピングの様子などを調査で明らかにすることを目
的とした。2020年4月入学の学生は、慣れないオン
ライン授業に苦労したことが示された。また、オンラ
インで実施された授業内容への戸惑いも見られた。
実技科目で上手にできなかった学生が少なからずい
た。　
予想できなかった生活の変化に対しては、体育系

の学生の行動力が生かされ、積極的なコーピング
行動がとれていた。
大学への適応は低下していた。丁寧なケアを必要

としている学生がいると考えられる。このことから新入
生対象のストレス調査や大学生活不安尺度の継続
的実施の必要性が示された。

付記　
　本研究の一部は日本スポーツ心理学会第48回大会
（日本大学、2021年11月20日－28日、オンライン開催）
で、「コロナ禍での体育系新入生の大学適応について」
のタイトルで筆者よりポスター発表された。
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